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方
針
を
提
案
す
る

新
井
事
務
局
長　

全
国
人
権
連
第
８
回
大
会
は
何
を
決
定
し
た
か

全
国
人
権
連
事
務
局
長　

新
井　

直
樹

　

６
月
23
〜
24
日
に
か
け
て
大
分
県
別
府
市
内
で
開
催
さ
れ
た
全
国
地
域
人
権
運
動
総
連

合
第
８
回
定
期
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
１
０
０
名
余
り
が
参
加
し
、
方
針
案
な
ど
に
つ

い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
決
定
し
た
方
針
な
ど
は
雑
誌
「
地
域
と
人

権
」
９
月
と
10
月
５
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
①
「
地
域
人
権
憲

章
」
の
学
習
と
実
践
を　

②
同
和
行
政
・
同
和
教
育
の
廃
止
へ
全
力
を
あ
げ
よ
う　

③
憲

法
改
悪
を
や
め
さ
せ
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う　

④
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
地
域

へ
、
要
求
実
現
の
前
進
を
、
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

情
勢
の
特
徴
と
し
て
憲
法

９
条
を
め
ぐ
る
明
文
改
憲
の

動
き
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

一
方
、
戦
争
法
廃
止
運
動
以

降
、
市
民
と
野
党
の
政
治
的

共
闘
は
深
い
広
が
り
を
つ
く

り
、
安
倍
改
憲
路
線
と
真
っ

向
か
ら
対
峙
し
て
い
る
こ

と
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名
」

は
、
５
月
初
め
に
１
３
５
０

万
人
分
の
署
名
数
に
到
達
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
広
範
な
国
民
に

呼
び
か
け
、
早
期
の
達
成
に

奮
闘
す
る
こ
と
、
日
本
と
世

界
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
を

踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
憲
法

を
守
り
生
か
し
、

二
度
と

と
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
本
の
利
潤
追
求

を
放
任
す
る
「
新
自
由
主

義
」
路
線
と
、
消
費
税
増

税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
参
加
な
ど
、
貧
困

と
格
差
を
生
み
出
す
「
構
造

改
革
」「
規
制
緩
和
」
路
線

が
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
し
く
み
に
大
き

な
変
化
と
国
民
生
活
に
多
大

な
困
難
を
つ
く
り
だ
し
て
い

ま
す
。
地
域
社
会
に
反
映
し

た
こ
れ
ら
の
問
題
で
は
、
高

齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
夫

婦
の
み
世
帯
の
急
増
と
急
速

な
超
高
齢
社
会
、
少
子
化
、

家
族
力
の
低
下
、
未
婚
化
・

晩
婚
化
な
ど
、
人
口
や
世
帯

構
成
の
激
変
と
し
て
現
れ
、

学
歴
や
教
育
及
び
地
域
間
格

差
、
過
疎
地
問
題
、
高
齢
者

の
み
な
ら
ず
若
年
層
の
貧
困

問
題
な
ど
が
深
刻
な
事
態
に

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
集
中
地
域
と

著
し
く
減
少
す
る
地
域
と
の

格
差
が
甚
だ
し
く
な
り
、
地

域
社
会
の
存
続
が
困
難
に
見

舞
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
過
半
に

「
戦
争
す
る
国
」
に
は
な
ら

な
い
決
意
を
新
た
に
、
国
民

の
世
論
と
運
動
で
安
倍
改
憲

政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
こ

と
も
重
要
な
課
題
と
し
て
確

認
し
ま
し
た
。

地
域
人
権
憲
章

　

地
域
人
権
運
動
の
課
題
と

羅
針
盤
と
し
て
の
「
地
域
人

権
憲
章
」の
項
で
は
、旺
盛
な

学
習
と
実
践
を
提
起
し
て
い

ま
す
。
も
と
よ
り
部
落
問
題

は
基
本
的
に
社
会
問
題
と
し

て
は
解
決
し
て
い
ま
す
が
、

部
落
排
外
主
義
の
運
動
の
影

響
等
で
行
政
や
教
育
に
問
題

が
生
じ
て
い
る
所
も
あ
り
ま

す
。
部
落
問
題
に
た
い
す
る

非
科
学
的
認
識
や
偏
見
に
も

と
づ
く
忌
避
や
排
除
な
ど
の

言
動
が
そ
の
地
域
社
会
で
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
を
さ

ら
に
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て

人
権
と
民
主
主
義
、
住
民
自

治
の
取
り
組
み
、
不
公
正
な

行
政
や
教
育
を
糺
す
市
民
運

動
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

運
動
課
題
に
取
り
上
げ
る
こ

な
り
、
学
校
を
初
め
公
的
施

設
の
統
廃
合
、
一
部
地
域
へ

の
集
中
に
よ
る
住
民
と
の
矛

盾
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

民
主
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
運
動
団
体
と
し

て
、
地
域
社
会
の
豊
か
な
今

後
の
有
り
様
を
提
起
・
協
議

し
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な

学
習
や
検
討
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に

応
え
る
「
地
域
人
権
憲
章
」

は
、
地
域
社
会
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
地
域
人
権
確
立

の
方
向
に
つ
い
て
、

自
由

権
、
幸
福
に
生
き
る
権
利
、

住
民
自
治
権
の
三
つ
の
権
利

が
実
現
で
き
る
地
域
社
会
と

定
式
化
し
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
が
安
心
・
安
全
で
希
望

が
持
て
る
新
し
い
時
代
を
切

り
拓
く
た
め
に
、
多
く
の
住

民
と
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
、

「
地
域
人
権
憲
章
」
を
掲

げ
、
多
く
の
住
民
や
運
動
組

織
と
共
同
の
地
域
づ
く
り
へ

大
き
く
踏
み
出
す
こ
と
を
高

ら
か
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
後
民
主
主
義

運
動
の
継
承
・
発
展
、
あ
ら

た
な
憲
法
闘
争
の
前
進
、
人

権
拡
充
の
国
民
的
連
帯
運
動

を
拡
げ
て
ゆ
く
課
題
を
遂
行

し
つ
つ
、「
地
域
人
権
憲

章
」
を
地
域
住
民
共
通
の
地

域
課
題
解
決
の
目
標
に
す
べ

く
、
旺
盛
な
学
習
と
各
地
域

で
の
創
意
あ
る
実
践
に
努
め

る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る

も
の
で
す
。

部
落
差
別
解
消
法
を

め
ぐ
る
問
題

　

次
に
２
０
１
６
年
12
月
16

日
に
公
布
・

施
行
さ
れ
た

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（「
部
落
差

別
解
消
法
」）を
め
ぐ
る
問
題

で
す
。
自
民
党
は
「
解
同
」

等
の
差
別
禁
止
、
人
権
侵
害

救
済
な
ど
法
の
名
で
利
権
維

持
を
は
か
る
動
き
を
取
り
込

み
、
自
ら
の
国
民
管
理
に
利

用
し
、
市
民
と
野
党
共
闘
に

よ
る
選
挙
分
断
目
当
て
の
狙

い
も
あ
り
、
立
法
事
実
を
示

す
こ
と
も
な
く
、
乱
発
す
る

「
部
落
差
別
」
の
概
念
す
ら

ま
と
も
に
定
義
を
せ
ず
に
、

成
立
あ
り
き
の
姿
勢
で
し

た
。
全
国
人
権
連
は
国
民
諸

階
層
及
び
国
会
議
員
に
２
０

０
２
年
３
月
末
で
終
結
し
た

特
別
対
策
の
経
過
と
意
義
、

解
決
の
到
達
段
階
を
宣
伝
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

法
律
は
不
本
意
な
が
ら
成
立

し
ま
し
た
が
、
参
議
院
法
務

委
員
会
で
は
参
考
人
質
疑
が

行
わ
れ
、
法
律
の
乱
用
に
対

す
る
危
惧
の
主
張
を
反
映
し

た
附
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
部
落
問
題
解

決
の
到
達
を
無
視
し
解
消
を

阻
害
し
、
不
公
正
同
和
行
政

等
の
固
定
化
と
な
る
法
律
で

す
。

こ
の
実
効
化
を
阻
止

し
、
附
帯
決
議
の
遵
守
を
求

め
る
学
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ

や
懇
談
な
ど
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
立
場
か
ら
今
後

の
闘
い
を
組
む
も
の
で
す
。

組
織
の
拡
大
・
強
化

　

組
織
財
政
活
動
を
常
に
点

　

本
大
会
は
中
央
役
職
体
制

を
議
長
制
か
ら
代
表
委
員
制

へ
と
変
更
に
係
わ
る
規
約
改

正
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
的

に
多
く
の
所
で
世
代
継
承
は

進
ん
で
お
ら
ず
、
組
織
・
運

動
は
縮
小
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。
県
段
階
か
ら
本
部
指

導
部
へ
の
若
手
等
の
登
用
が

困
難
と
な
り
、
幹
部
の
減
少

・
固
定
化
・
高
齢
化
と
い
う

実
態
を
招
い
て
い
る
こ
と
、

課
題
克
服
が
急
務
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
共
通
認
識

に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
運
動
課
題
に
見
合

う
組
織
へ
と
抜
本
改
革
が
急

務
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
ま

し
た
。

①
諸
行
事
を
運
営

し
、
県
段
階
の
指
導
援
助
を

担
え
る
だ
け
の
15
名
前
後
の

幹
部
・
指
導
集
団
の
維
持
と

確
保
は
必
須
で
あ
り
、
経
験

豊
か
な
幹
部
と
創
造
的
な
意

検
し
強
固
な
組
織
を
作
っ
て

い
く
課
題
も
重
要
で
す
。
地

域
社
会
が
暮
ら
し
づ
ら
く
困

難
を
抱
え
、
さ
ら
に
同
和
優

遇
の
不
公
正
な
行
政
や
同
和

問
題
を
特
別
に
重
視
す
る
教

育
な
ど
に
市
民
的
批
判
が
高

ま
っ
て
い
る
も
と
で
、
人
権

連
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す

る
に
は
、
会
員
や
地
域
に
根

を
張
っ
た
支
部
活
動
が
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
地
域
社

会
の
困
難
を
解
決
し
住
民
要

見
を
言
え
る
若
手
、
男
女
の

公
平
比
率
な
ど
を
柱
に
組
み

立
て
ま
す　

②
地
域
を
基
礎

に
社
会
運
動
を
進
め
て
き
た

理
論
や
政
策
、
実
践
の
世
代

継
承
が
は
か
れ
る
布
陣
を
長

期
の
視
野
で
目
的
意
識
的
に

追
求
し
ま
す　

③
幹
部
の
高

齢
化
に
伴
い
、
特
定
幹
部
へ

の
負
担
は
心
身
と
も
に
多
大

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
組

織
と
し
て
の
中
央
性
及
び
協

同
性
を
高
め
公
平
な
負
担
に

す
る
と
と
も
に
、
役
職
員
の

業
務
分
担
と
業
務
の
継
承
を

進
め
ま
す
。

　

全
国
人
権
連
規
約
前
文
の

組
織
性
格
に
則
り
「
地
域
人

権
憲
章
」
実
践
を
追
求
し
、

上
記
の
組
織
財
政
の
実
態
と

改
革
の
目
標
を
ふ
ま
え
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
人
権
連
運
動

の
値
打
ち
を
打
ち
出
し
、
民

主
的
な
運
営
管
理
を
前
進
さ

せ
る
た
め
代
表
委
員
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

　

全
国
人
権
連
規
約
前
文

求
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
人
権
連
の
組
織
拡
大
・

強
化
が
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
組
織
現
状
の
点
検
、
創

意
工
夫
し
た
組
織
づ
く
り
、

運
動
の
後
継
者
で
あ
る
青
年

や
女
性
、
中
堅
層
な
ど
担
い

手
を
増
や
す
戦
略
的
な
努
力

が
重
要
で
す
。

財
政
の
基

本
、
運
動
の
基
本
で
あ
る
会

費
の
大
切
さ
を
話
し
合
い
、

活
動
に
必
要
な
財
政
を
相
談

活
動
や
事
業
活
動
で
生
み
出

し
て
い
る
地
域
組
織
の
教
訓

に
学
び
、
定
期
的
に
会
費
や

は
、「
地
域
社
会
で
人
権
と

民
主
主
義
、
住
民
自
治
の
確

立
を
は
か
る
多
様
な
住
民
運

動
を
包
含
す
る
恒
常
的
な
全

国
組
織
で
あ
る
」
と
規
定

し
、
地
域
社
会
で
の
多
様
な

運
動
と
そ
の
組
織
へ
の
反
映

を
求
め
て
い
ま
す
。
本
部
推

薦
幹
事
を
設
け
た
理
由
で
も

あ
り
ま
す
が
、
幹
部
・
指
導

集
団
に
も
今
後
適
用
さ
れ
て

い
く
べ
き
方
向
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
複

数
に
し
、
多
様
な
分
野
・
領

域
の
運
動
が
役
割
分
担
を
し

な
が
ら
課
題
を
成
し
遂
げ
て

い
く
協
同
性
と
し
て
組
織
に

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

機
関
紙
誌
代
を
集
め
る
な
ど

会
員
読
者
と
の
関
係
を
改
善

し
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
生
活
困
難
層

に
働
き
か
け
、
諸
要
求
実
現

と
組
織
化
の
た
め
に
、
本
部

の
学
習
交
流
を
工
夫
す
る
と

共
に
、
社
保
協
な
ど
の
「
相

談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
や

「
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
活

用
、
た
す
け
あ
い
共
済
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
事
業
協
同
組
合
な
ど

多
様
な
実
現
形
態
の
追
求
を

図
り
ま
す
。

す
。

　

常
任
幹
事
会
を
構
成
す
る

役
員
の
推
薦
・
選
考
基
準
は
、

「
県
組
織
内
外
を
対
象
に
、

規
約
を
遵
守
し
全
国
的
視
野

に
た
っ
て
理
論
、
政
策
、
要

求
闘
争
、
組
織
活
動
な
ど
が

行
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
幹
部

と
す
る
」
を
踏
襲
し
、
常
任

幹
事
会
で
議
論
を
調
整
し
組

織
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
大
会
の
質
疑
討

論
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
は
機

関
会
議
で
改
善
の
方
向
を
論

議
決
定
し
、
大
会
方
針
を
豊

か
に
具
体
化
し
て
い
く
も
の

で
す
。

情
勢
の
特
徴

運
動
を

ひ
ろ
げ
る
た
め
に

　2018年７月15日号２面三重

・西浜さんの発言要旨の中

で、「伊勢市での旧同和地区

の実態調査の問題」の部分

は、伊賀市の誤りでした。ま

た「人権連支部の再建」も伊

勢市ではなく、伊賀市でし

た。さらに４面、三重県連大

会の報道記事に係わる写真の

解説も、伊勢支部再建ではな

く伊賀支部の再建（８月18

日）です。

　編集部として関係者のみな

さんにお詫び申し上げます。

お詫びと訂正


